
１．教職員・学生ボランティアの派遣

派遣期間

5月4日

２．支援物資の提供

３．義援金募集

参考URL：http://www.nifs-k.ac.jp/information/cat/004146.html　（本学HP）

　　　　　http://www.nifs-k.ac.jp/information/students/004062.html （本学HP）　

４．研究活動

・安田修教授は、熊本県の老年医学会関連病院における被害状況についての調査を実施し、

被害の様子を日本老年医学会雑誌に寄稿した。

参考URL：https://www.jstage.jst.go.jp/article/geriatrics/53/3/53_185/_article/-char/ja/

（日本老年医学会雑誌HP）　　　

▼ 熊本地震に係る支援活動の概要

鹿屋体育大学

派遣先

派遣期間

飲料水、保存食、おむつや生理用品など生活用品・消耗品提供
（4月24日）

提供先

熊本市火の君文化
センター（熊本市南区）

派遣人数

阿蘇郡西原村

業務

福岡県柔道整復師会の依頼によりボランティ
ア活動（避難所での救護活動）に参加

5名

日本赤十字社 300,000円 教職員

寄附先 金額 団体

日本赤十字社 67,151円 学生・九州インカレ参加者


